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市立伊丹ミュージアム 特別展 

季節を愛でる―俳諧と茶の湯 

 

 

 

 

 

 

 

〈開催概要〉 

会期    2024 年 6 月 14 日（金）～7 月 28 日（日） 

会場    展示室 1・2 

休館日   月曜日（7 月 15 日は開館、7 月 16 日は休館） 

開館時間  10：00～18：00（入館は 17：30 まで） 

入館料   一般 800（700）円 大高生 600（550）円 中小生 450（350）円 

※（ ）内は 20 名以上の団体料金 

※学生の方は、学生証をご提示ください 

※兵庫県内在住・在学の小中学生は、ココロンカードなどのご提示で無料 

※伊丹市内在住の高齢者の方は、証明書のご提示で半額（平日は 60 歳以上、土日祝は 65 歳以上） 

※障害者手帳をお持ちの方は、手帳のご提示で半額（ご本人と介護者 1 名） 

※その他の特別料金等については市立伊丹ミュージアムＨＰにてご確認下さい。 

 

主催    市立伊丹ミュージアム［伊丹ミュージアム運営共同事業体 / 伊丹市］ 

企画    公益財団法人柿衞文庫 

 

〈主な出品資料〉※一部展示替えあり 

・連歌会席図（邸内遊楽図屏風より）（公益財団法人 角屋保存会蔵） 

・芭蕉筆「枯枝に・笠やどり」画賛（早稲田大学図書館蔵） 

・三重県指定有形文化財 芭蕉筆「自然」一行物（公益財団法人 芭蕉翁顕彰会蔵）※7 月 13 日（土）まで 

・二見文台（公益財団法人 出光美術館蔵）※7 月 12 日（金）まで 

・芭蕉筆「花のくも」句懐紙（公益財団法人 柿衞文庫蔵） 

 四季に恵まれた日本では、古くから季節を愛でる文化というものがあります。連歌の流れをくむ俳諧で

は、常に季節を意識し、季節の言葉の集大成である季寄せ（歳時記）を大切にしてきました。茶の湯におい

ても季節は重要ですが、千利休の時代まではあまり意識されておらず、元禄時代に普及した俳諧の影響によ

り季節感が明確になったといわれています。季節の他にも、一座を通して人と人との和を成就するために座

の文芸・座の芸道としての展開を遂げた経緯など、俳諧と茶の湯には多くの共通点が見られます。 

 本展では茶の湯を強く意識し、「わび」に徹した俳諧師芭蕉を取り上げつつ、俳諧と茶の湯を通じて四季

に育まれてきた日本人の美意識を探ります。さらに、茶の湯と深い関係にある花や茶の湯を彩る和菓子の資

料も交えて展示することで、体感的にも季節を感じていただける展覧会となっています。 

 どうぞお楽しみください。 



・芭蕉筆「我富り」句短冊（公益財団法人 柿衞文庫蔵） 

・茶碗 覚々斎手造 黒筒 銘 コダマ 皓々斎箱（一般財団法人 半床庵文化財団蔵） 

・香合 真葛香山 春水にオシドリ、棚 ウルミ塗 春野蒔画 旅箪笥 即中斎在判 宗哲作 同箱書付など、

花の頃の茶道具（個人蔵） 

・青磁 鼓 花入 明時代（個人蔵） 

・あわび貝菓子器（光悦寺蔵） 

・宗徧流十代宗囲宗匠筆挿花図巻物（池坊短期大学図書館蔵） 

・『宗徧茶花図』（華道家元池坊総務所蔵）                   など約 100 点 

 

◆記念講演会・関連講座 ※5 月 29 日（水）10 時より電話にて申込み受付開始 

・記念講演会 「季節を愛でる－俳諧と茶の湯」 

日 時 6 月 21 日（金） 14 時～15 時 30 分 

講 師 冷泉為人氏（公益財団法人 冷泉家時雨亭文庫 理事長） 

聴講料 一般 2000 円、大高生・柿衞文庫友の会 1500 円、中学生以下無料 

定 員 100 名（申込制・先着順） 

会 場 市立伊丹ミュージアム 旧岡田家住宅・酒蔵 

 

・関連講座➀「茶の湯と季節の工夫」 

 日 時 6 月 30 日（日） 14 時～15 時 30 分 

 講 師 生形貴重氏（千里金蘭大学名誉教授） 

 聴講料 一般 1500 円、大高生・柿衞文庫友の会 1000 円、中学生以下無料 

 定 員 80 名（申込制・先着順） 

 会 場 市立伊丹ミュージアム 1F 講座室 

 

・関連講座②「季節と俳諧」 

 日 時 7 月 6 日（土） 14 時～15 時 30 分 

 講 師 岡田麗（市立伊丹ミュージアム 参与・公益財団法人柿衞文庫 常務理事） 

     一氏美優（市立伊丹ミュージアム・公益財団法人柿衞文庫 学芸員） 

 聴講料 無料（要観覧券） 

 定 員 80 名（申込不要、先着順） 

 会 場 市立伊丹ミュージアム 1F 講座室 

 

・関連講座③「お茶の菓子と器」 

 日 時 7 月 12 日（金） 14 時～15 時 30 分 

登壇者 山下昭子氏（光悦寺前住職夫人） 

聞き手 岡田麗 

 聴講料 一般 1500 円、大高生・柿衞文庫友の会 1000 円、中学生以下無料 

 定 員 80 名（申込制・先着順） 

 会 場 市立伊丹ミュージアム 1F 講座室 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報に関する確認・取材申込・写真提供等は、下記連絡先までご連絡ください 

展覧会主担当：一氏美優 メール：ichiuji@kakimori.jp TEL：072-772-7447 

〒664-0895 兵庫県伊丹市宮ノ前 2-5-20  

TEL(代表)：072-772-5959 FAX：072-772-5558  

https://itami-im.jp/ 

【芭蕉筆「はなの雲」句扇面】（公財）柿衞文庫蔵 【香合 ますほの小貝】個人蔵 

【即中斎茶杓 宗因「ながむれバ」句入】個人蔵 


